










2-2．ご使用者新規一括追加
　年度更新時期等に行う多数のガラスバッジ新規ご使用者の追加登録を、CSVファイルで一覧
を作成し一括で行う機能です。複数の方を一括で追加登録できるため、ご使用者情報の入力〜
登録完了までのプロセスを軽減できます。

2-3．ご使用線量計の追加
　既存ガラスバッジご使用者の頭頸部用ガラスバッジやガラスリング
を新たに追加登録する機能です。

2-4．ご使用線量計の中止・休止・再開
　ガラスバッジご使用者と使用している線量計の状況を一覧で表示します。一覧から中止、休
止、休止した線量計の再開をする機能です。複数のご使用者および線量計の中止、休止、休止
の再開を 1 画面で登録していただけます。

頭

ご使用線量計の追加画面

ご使用者一括追加登録CSVファイル（データイメージ）

中止・休止・再開画面
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2-5．ご使用者の名義変更
　現在ご使用中の方から別のご使用者にガラスバッジの名義を変更する機能です。
　過去使用していた方を検索して登録することも可能です。
＊ ご使用者の個人情報（姓、職種など）は「ご使用者の名義変更」からは変更できません。
「ご使用者登録内容変更」からお手続きください。

2-6．ご使用者・ご使用線量計の登録・変更履歴照会
　ガラスバッジWebサービスから登録・変更した内容をご確認いただけます。処理内容、処理操
作期間など条件を絞り込んで検索できます。

2-7．電子報告データダウンロード
　放射線業務従事者個人管理システムACEGEARに取り込む電子報告データをダウンロードできます。

名義変更画面

電子報告データダウンロード画面

登録・変更履歴検索結果画面

FBNews No.530 （'21.2.1発行）

16



3 ．新機能のご紹介
・マティ管理申請
　2020年 8 月より、妊娠期間中の被ばく管理を行うマティ管理の申請機能のご
提供を開始しました。今までは書面申請のみ受付しておりましたが、Webサー
ビスからも申請いただけるようになりました。
★ マティ管理とは妊娠期間中に放射線業務に従事されている方の腹部表面線量を追加して報告するオプション

サービス（無償）です。
★ 登録状況により申請機能を使用できない場合がございます。その際はガラスバッジ担当事務所または弊社

サービス部門までお問い合わせください。

　今回ご紹介した機能以外に、「ご使用者の使用先（グループ）変更」「ご使用線量計の型式変
更・装着部位変更」「ご使用者名簿のダウンロード」など、様々な機能をご提供しております。
ぜひご活用ください。

マティ管理申請画面

＜ガラスバッジWebサービスの操作を間違えて登録・変更された場合＞
線量計測事業本部または弊社サービス部門までお問い合わせください。

 【線量計測事業本部　問い合わせ先】 【サービス部門　問い合わせ先】
 gbweb-toiawase@c-technol.co.jp フリーダイヤル：0120-506-997
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公益財団法人原子力安全技術センターからのお知らせ
★講習会について★　（令和 2 年11月26日現在）

講　習　名 状　況　等

特定放射性同位元素防護管理者定期講習
・ｅラーニング講習を令和 3 年 2 月に開催し

ます。令和 3 年度は 2 回実施する予定です。
　詳細は、ホームページでご確認ください。

放射線取扱主任者定期講習

・ｅラーニングによる講習を中心に実施中です。
　 令和 3 年度は、引き続きｅラーニング講習を

実施する予定です。
　詳細は、ホームページでご確認ください。

第 1 種・第 2 種・第 3 種
放射線取扱主任者講習

・令和 2 年度は、第 1 種、第 3 種について募
集中です。令和 3 年度について詳細は、ホー
ムページでご確認ください。

※ 開催については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に伴い国から示されている屋内イベントの開催の在り方を踏
まえると共に行政等の指示に従うものとします。

★講習・出版物のお申込み等最新情報については、公益財団法人原子力安全技術センターのホームページをご参照ください。
URL：https://www.nustec.or.jp/　　メールアドレス：kosyu@nustec.or.jp　　電話：03-3814-5746

公益社団法人日本アイソトープ協会からのご案内
WEBサイト「放射線設備機器ガイドGradin（グラディン）」

　「Gradin」はRI・放射線を利用した作業・業務に従事される方やその利用施設・設備の管理者の方
を主な対象とし、お仕事に役立つような機器・装置等をご紹介する情報提供サイトです。
　新規設備の購入や機器の買い替えなどにぜひお役立てください。

 放射線設備機器ガイドGradin ： https://gradin.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
★Gradinの特長★
◆現在400点以上を掲載し、詳細な情報を公開中です。
　「ジャンル別」「取扱企業別」から機器・設備・サービス等の情報を検索できます。
◆ 取扱企業の問合せ先URLも掲載しておりますので、質問や見積依頼などは直接
お問合せすることができます。

◆ 論文ページには放射線設備機器やRI研究に関する論文・記事を電子ブック形式
で多数掲載。無料で閲覧・ダウンロードが可能です。

◆「 ニュース」欄には製品の新規公開・更新のお知らせや掲載企業情報・各関係
機関からのご案内を掲載しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
※Gradinへの貴社製品掲載は、サイト内専用フォームよりお問合わせください。

 【問合せ先】公益社団法人日本アイソトープ協会
  学術振興部学術課　Gradin事務局
  〒113-8941　東京都文京区本駒込2 -28-45
  Tel ：03-5395-8081 　 E-mail ： toiawase@gradin.jp
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編 集 後 記

サービス部門からのお願い

●今月の巻頭は、量子科学技術研究開発機構 情報基盤部 
奥田保男先生より災害時における医療機関の現状と課題と
して、災害の種類、自然災害への対応、医療情報と対策
及びサイバー攻撃についてご執筆いただきました。災害は、
災害対策基本法に定義され暴風等の自然災害、人為的な
災害、化学・生物兵器等による特殊災害に区別されるそう
です。発生した災害が想定内なのか想定外なのか、想定
範囲と対策のバランスが悩ましいですが、昨今の天気予報
でも「稀に見る豪雨」や「想定外の大地震」など報道さ
れたことは記憶に新しいかと思います。サイバー攻撃では、
私たちを取り巻く環境で起こりえる危機とこれに備える考
え方について詳しく述べていただきました。

●弊社特別顧問の青山伸からは、低線量放射線の影響を巡
る近年の動きについて紹介いただきました。低線量の放射
線が人体に及ぼす影響について内外の事例と動向につい
て述べられています。低線量の放射線被ばくの健康影響

が科学的にどこまでわかっているのか、何が明らかになっ
ていないのか、今後解決すべき課題は何かについて、日本
保健物理学会と日本放射線影響学会で編み上げた文書を
元に国内の動きを例示すると共に、国際放射線防護学会に
よる、放射線防護の最適化における「合理性」に関する指
針案に対する意見を公募している事を紹介しています。

●東京大学医学部附属病院　中川恵一先生のコラムでは、
「コロナとがん」についてです。コロナと「低線量被ばく
問題」を重ねご意見を述べられています。目には見えない
厄介な相手が与える影響を福島県の被ばく問題を絡めて
執筆いただきました。

●次にテクノルコーナーでは、ガラスバッジWebサービス
についてのご紹介です。ご使用者やご使用線量計の追加、
名義変更等の機能に加え、マティ管理申請の機能を2020年
8 月に追加しています。様々な手続きをWebでお好きな時
間で簡単に行えますので、是非ご活用下さい。 （H. I.）
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ガラスバッジの「休止」処理について
　平素より弊社のガラスバッジサービスをご利用くださいまして、誠にありがとうございます。
　ガラスバッジを一定の期間だけ使用しないときは「休止」処理をいたします。休止期間
の終了日をお知らせください。「ガラスバッジWebサービス」からもお手続きが可能です。
（https://www.c-technol.co.jp/）
　「ご使用者変更連絡票」にてご連絡いただく際は下記をご参照ください。「ご使用者変更
連絡票」は弊社Webサイトからダウンロードが可能です。
　なお、休止期間が長期の場合や終了日が未定のときは「中止」にてご依頼ください。

● 1回のご使用期間のみ休止される場合は、「今回のみ」を○で囲ってください。

●連続してご使用を休止される場合は、備考欄に終了日をご記入ください。
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